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〔ダンプ労働者・建設労働者等の労働条件改善にむけて〕   
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岸田政権の「新しい資本主義」 

旧態依然の大企業応援、デジタル化 

岸田文雄内閣は 10 月「新しい資本主義実現」の本部と会議を設置

した。「成長と分配の好循環」と「コロナ後の新しい社会の開拓」に

よって持続可能な資本主義を実現するためだという。だが内容は旧態

依然の大企業支援が中心である。 

まずは成長 

「新しい資本主義実現会議」が 11 月 8 日にまとめた「緊急提言」は

日本の問題点について、株主重視、格差拡大、下請け企業へのしわ寄

せなどを指摘する。 

 しかし「緊急提言」が示す解決策は旧態依然の「まずは成長」。先

端科学技術、デジタル田園都市国家構想など、大企業の利益につなが

る技術革新を官が支援するというもの。特に自動車関連は「我が国の

基幹産業」だとして、自動車の電動化のため、車用電池の生産拠点の

国内立地から、水素ステーションや充電設備の整備、電気自動車・燃

料電池自動車の購入まで包括的に支援する。 

デジタル化もいっそう推進。健康・医療・介護、教育など準公共分

野の個人情報を企業が利活用できるよう、デジタル庁で実証や環境の

整備を行う。 

まずは分配を 

この 20 年間を振り返っても、いくら大企業を手厚く支援しても、

賃金は上がらず、大企業の内部留保が膨らむだけである。「まずは分

配」に転換しない限り経済の好循環は望めない。だが「緊急提言」が

示す分配戦略も、従来の施策をほぼ踏襲している。 

 減税による賃上げ支援は、恩恵を受けるのは利益をあげ法人税を納

める大企業。安倍政権時代から行っているが効果なし。最低賃金「早

期に１千円」の目標も、政府が掲げてもう何年になることか。 

「提言」は「人」への投資を強化し、国民全員が参加・活躍できる社

会を創るという。しかし、男女の賃金格差や、正規・非正規の格差の

是正への具体策には踏み込まない。むしろ「多様な働き方」と称し

て、勤務時間の分割・シフト制の普及、短時間正社員の導入、兼業・

副業の促進など、雇用の規制緩和を進めようとする。格差是正に向け

て、大企業・富裕層に応分の税負担を求め、社会保障を通じた所得再

分配の機能も強化すべきである。 

しかし、「提言」は全世代型

社会保障の構築による将来不

安の解消を言うが、その実態

は給付減、負担増を国民に強

いるもので将来不安は解消し

ない。 

 

 

八
面
六
臂
（
は
ち
め
ん
ろ
っ
ぴ
） 

新
年
の
「
つ
な
ぐ
」
４
題
。
▼
昨
年
、

家
の
畑
で
栽
培
し
た
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
マ

ト
、
食
用
ホ
オ
ズ
キ
と
コ
ス
モ
ス
、
キ
キ

ョ
ウ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
な
ど
の
種
を
採
取
し

た
。
雪
が
解
け
春
に
な
っ
た
ら
土
に
蒔
い

て
こ
れ
ら
植
物
の
命
を
つ
な
ご
う
と
思

う
。
▼
元
日
に
映
画
「
そ
し
て
、
バ
ト
ン

は
渡
さ
れ
た
」
（
前
田
哲 

監
督
、
永
野
芽

郁
、
田
中
圭
、
石
原
さ
と
み
ら
出
演
）
を

観
た
。
主
人
公
の
優
子
（
永
野
）
は
３
人

の
父
親
、
２
人
の
母
親
に
育
て
ら
れ
、
血

の
繋
が
り
の
な
い
３
人
目
の
父
親
（
田

中
）
か
ら
未
来
へ
の
バ
ト
ン
が
リ
レ
ー
さ

れ
る
。
▼
正
月
は
箱
根
駅
伝
を
テ
レ
ビ
観

戦
す
る
の
が
恒
例
。
ど
こ
が
優
勝
す
る
か

よ
り
、
た
す
き
が
途
切
れ
な
い
で
つ
な
が

れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
中
継
点
に
倒
れ

込
む
選
手
を
見
て
い
る
。
わ
が
家
で
は
、

「
世
界
陸
上
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
リ
レ
ー

競
技
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
駅
伝
が
あ
っ
て

も
い
い
の
に
」
の
つ
ぶ
や
き
が
飛
び
交

う
。
復
路
７
区
で
足
の
ケ
ガ
か
ら
復
活
し

た
青
山
学
院
大
学
の
岸
本
選
手
は
、
当
日

の
エ
ン
ト
リ
ー
変
更
で
出
場
し
区
間
賞
を

獲
得
。
出
身
高
校
が
同
じ
な
の
で
、
単
純

に
来
年
も
応
援
し
た
く
な
っ
た
。
▼
寄
席

で
は
、
次
の
演
者
が
到
着
し
て
い
な
い
と

き
は
、
前
の
演
者
は
脱
い
だ
羽
織
を
高
座

の
袖
へ
投
げ
込
む
そ
う
だ
。
こ
の
時
、
前

座
は
舞
台
の
袖
で
待
機
し
て
い
て
、
前
座

が
そ
の
羽
織
を
引
っ
込
め
た
ら
、
次
の
演

者
が
無
事
楽
屋
に
到
着
し
た
と
い
う
合

図
。
羽
織
が
引
っ
込
ま
な
け
れ
ば
、
次
の

演
者
が
来
る
ま
で
場
を
持
た
せ
る
そ
う

だ
。
お
後
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
。  

（
喜
） 

 

 
 

 

 

明けましておめでとうございます。 

建交労の皆さまには、希望に満ちた 

輝かしい新年をお迎えのことと心から 

お喜び申し上げます。 

新型コロナウイルスの感染拡大から 2 年経過してもなかなか

収束の兆しが見えず、まん延防止措置が繰り返されるなか、新

たな変異株「オミクロン株」が出現しました。これまでの変異

株よりも感染力強いと言われています。感染しても重症化リス

クは低く、弱毒化している可能性はあるそうですが油断はでき

ません。又、感染症対策が進められる中では、社会・経済活動

は、停滞を余儀なくされるとともに、社会システムに内在して

いたひずみや矛盾が浮き彫りとなり、その脆弱性が露呈するこ

ととなりました。一方で、こうした感染症の拡大によって引き

起こされた社会課題は、建交労のビジョンすなわち「国民の

命・暮らし・雇用」という運動の重要性を再確認させるもので

もありました。 

労働組合の根源的な使命は、「一人ひとりの働く者とその家族

の命と暮らしを守る」ことです。労働組合が、その使命を果た

すためにも、社会・経済・政治のあり方を徹底的に問い直す

力、変革する歩みを強め、希望ある将来への確かな道筋を創り

上げていく事が重要です。今こそ「命と暮らしを守ること」を

基軸に、感染症の拡大によって明らかになった社会の脆弱さを

克服し、未来を切り拓いていくことが不可欠です。一人ひとり

多様性・可能性が尊重され、将来に希望の持てる社会づくりを

通じ、社会・経済の新たな活力を創りだすことに結びつけてい

かなければなりません。2022 年も、私たちが私たちの手で未

来を創り出していくためにも、目指すべき社会像をしっかりと

掲げ、「命と暮らしを守る新しい標準」の実現に向け、運動を力

強く展開していきましょう。 

建交労秋田県本部 執行委員長 髙橋 正彦 

当面の予定 

１月 ８日 県労連評議員会 １３時～（文化会館） 

      県春闘懇総会 １５時３０分～（文化会館） 

  １５日 県春闘懇宣伝行動 １１時～（秋田駅前） 

  ２９日 中央委員会 １３時～（群馬・リモート） 

  ３０日 全国ダンプ部会総会 １３時～（群馬・リモート） 

２月２３日 県春闘懇情報交換会 １０時～（にぎわい交流館） 

２６日 秋田県多喜二祭 １３時～（県社会福祉会館） 

 

 

 



 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

   

  

   

  

 

 

 

  

 

   

  

 

 

 

  

   

  

  

 
【前回の答え】 大晦日（オオミソカ） 

 応募者 2名、正解者 2名でした。 

ダンプ支部の佐藤正樹さん（59歳）に 1,000円の図書カード

を送ります。答えをハガキかファックス、メールで送ってくださ

い。正解者の中から 1 名の方に 1,000 円の図書カードを贈りま

す。その際、住所・氏名・年齢（さしつかえなければ）・支部・

分会名を忘れずに書いてください。初めての方の投稿大歓迎で

す！ 

応募のしめ切り⇒1月 25日の消印まで有効。発表は次号で。 

ヒント→〇〇フ〇〇〇…神様 

余白に意見や組合への要望などを必ず書き添えてください。 

とく名、ペンネーム可。 

仲間の皆さん、ふるって応募を！ 
 

《あて先》〒010-0976 秋田市八橋南 1丁目 2番 29号 

               Fax.018-823-7751     

建交労秋田県本部「なかま」クイズ係 

 

NO.546 

カギを解き、二重枠に入る文字

を並べてできる言葉は何ですか。 

【タテのカギ】①第一の地位。――

打者 ②口頭。――約束 ③新聞

の定期―― ④エコロジーの略 

⑥――ダルマ、――合戦 ⑧敗北

の対 ⑪いざという時のための―

―管理 ⑬生家。――に帰る ⑭

――蛇に注意 ⑮改良の――あり 

  
【ヨコのカギ】①自分の財産。――を肥やす ③鶴のひと―― ⑤

使い古しだがまだ使えるもの ⑦他山の―― ⑨――哀楽 ⑩―

―せぬ出来事 ⑫――運が強い。宝―― ⑭別居の対 ⑯桃――三

年 ⑰地下水利用などによる地盤―― 

 

2022年 1月 5日 

日

コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
令
和
３

年
も
あ
と
少
し
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ミ

ク
ロ
ン
と
い
う
謎
の
新
し
い
株
も
発

見
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
の
新
規
感
染

者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
収
束
が
終

息
に
な
る
よ
う
に
と
願
い
つ
つ
、
一
年

を
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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き
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し
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常識破りで謙虚な大谷選手 
 大リーグ機構は 11月 29日、今季最も活躍した指名打者に贈られる「エドガー・マルティネス賞」にエン

ゼルスの大谷翔平を選出。今季の主な賞の最後も大谷だった。満票で選ばれたリーグＭＶＰを始め、選手会

年間最優秀選手、コミッショナー特別表彰、打撃のベストナインに相当するシルバースラッガー賞など各賞

を総なめ。日本では 21年流行語大賞に「リアル二刀流／ショータイム」が輝いた。 

 海外のメディアもこぞって好感度を持って大谷を評する。「この男はとにかくすごい。彼は地に足がつい

ていて、謙虚でもある」「野球の新しい顔になっている。いつも見たいと思わせる存在で、国際的なスター」

と。 

 プロ野球界では二刀流なんていうのは不可能とされてきた。それを可能にしてしまった。良き指導者に巡

り合ったことが二刀流実現に大きく影響したことは否めないが、それにもまして、謙虚でひたむきに目標に

向かい突き進み、その結果、周りを変化させてしまう。そんな大谷の思想と行動が素晴らしい。 

 先日、お笑い集団・笑工房の小林康二社長と話をした際、大谷の話に…。小林氏は「大谷は常識を打ち破
った。今の市民社会の運動も常識を打ち破らんと。既存の運動団体のレベルで発想していてはアカンのとち

ゃうか」と。相変わらずの小林節、視点がおもしろい。 

飯田光徳 社会福祉法人「野の花福祉会」 

 

 

 

唱
歌
に
「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
曲
が

あ
り
ま
す
。
♪
兎
追
い
し
か
の
山 

小

鮒
釣
り
し
か
の
山 

有
名
な
曲
で
み
な

さ
ん
ご
存
じ
で
す
よ
ね
。
こ
こ
で
私
は

恥
を
忍
ん
で
告
白
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
歌
詞
の
「
兎
追
い
し
」
は
山
で
兎

を
追
っ
た
こ
と
だ
と
わ
か
っ
た
の
は
、

３
０
歳
を
過
ぎ
た
頃
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
「
兎
美
味
し
」
と
解
釈
し
、
兎
っ
て
美

味
し
い
ん
だ
、
い
つ
か
は
食
べ
て
み
よ

う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。 

告
白
そ
の
２
。
赤
と
ん
ぼ
の
一
節 

♪
夕
焼
け
小
焼
け
の
赤
と
ん
ぼ 

お
わ

れ
て
見
た
の
は
い
つ
の
日
か 

 

お
わ
れ
て
が
「
背
負
わ
れ
て
」
と
い

う
意
味
だ
と
知
っ
た
の
も
そ
の
頃
で
、

そ
れ
ま
で
は
「
追
わ
れ
て
」
だ
と
解
釈
。 

赤
と
ん
ぼ
に
追
わ
れ
て
弱
虫
だ
な
あ
。

虫
が
嫌
い
な
ん
だ
な
あ
と
。 

 

秋
田
弁
で
し
め
く
く
り
ま
す 

あ
い
ー
し
ょ
し
ご
と
。（
ア
レ
ー
恥
ず

か
し
い
な
） 

個
人
加
盟 

由
利
本
荘
市 

笹 

耕
市 

７
４
歳 

 

 

  

東北地協が総会開催 建交労東北地方協議会の総会が 12 月

18日、盛岡市で東北４県から８人が出席し行われました。加藤議長

（福島県本部）のあいさつの後、活動報告、方針、決算会計報告、予

算の提案が行われ、全員の拍手で承認されました。また、役員は全

員が留任しました。 

選出された三役は以下の通りです。 

議長：加藤典夫（福島県本部）、副議長：昆茂太郎（岩手県本部）、事

務局長：田中喜三男（秋田県本部） 
 有原誠治・画 

道の駅二ツ井より 


